
九
五
五
年
八
月
二
五
日
　
印
刷

九
五
五
年
九
月
一
日
　
発
行

第38巻第5号 更学・地理学・考古学

膀禦纈雑難蜆たる後漢灘・・…一一・一・・米畷次郎（・）

銀生産の動向，銀山町の構成………

一一一@内銀山の研究（1V）一

帯太祖酒癖考……………’・・’……’…’

・。・・・・…
@。。・・・・…　。・・！1、　葉　　田　　　淳　（19）

’・………………・ r木敏一（44）
資料紹介

鶴岡本御成敗式目の四声点並乎古止点について……池　内　義　資（56）

摂津豊川村南塚古墳調査概報……………………川端眞治・金関恕（63）

東

　書評と紹介

秦玄龍：，イギリス・ヨーマンの研究…・……………・・富沢霊

柴田実；庄園村落の構造………・………・・……………村　井　康

mui，iExiiaZil　lli：iillliflfii／1－ljill11：1［II：：1：IIII：1：IIII：　mft　＃

文
學
部
藁
洋
史
研
究
虜

π
史
研
笑
ぜ

　
脹
替
U
座
奈
」
鄙
三
・
七
二
八

　　　kitF　報

洋學界消息

岸（69）

彦（73）

二（77）

人（80）

史　学研　究　会

京都大学文学部内



史
学
研
究
会
大
会
予
告

左
の
日
程
で
本
会
及
び
連
合
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
多
数
御
参
加
下
さ
る
よ
う
御
心
内
申
し
上
げ
ま
す

〇
十
一
月
一
口
（
火
）

　
見
学
　
法
隆
寺
・
中
宮
寺
・
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
解
説
）

〇
十
一
月
二
日
（
水
）

　
大
会
及
び
総
会
（
会
務
報
告
）
　
京
大
楽
友
会
館

（
講
演
）

晩
　
　
餐

若
狭
漁
村
の
地
理
学
的
研
究

鷲
狭
漁
村
の
歴
史
…
学
的
研
究

．
ロ
ー
マ
帝
政
成
立
の
社
会
的
背
景

A祭会
Vl

京
大
楽
友
会
館

浅
　
野

町
医

織
　
田
　
武
　
雄
氏

小
葉
田
　
　
淳
氏

井
　
上
　
智
　
勇
氏

〇
十
一
月
三
日

　
　
読
史
会
（
国
皮
）
　
・
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読
警
会
各
大
会
及
び
晩
饗
会

詳
細
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
十
月
下
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。
会
員
の
方
で
大
全
出
席
の
た
め
、
太
巻
出
張
依
顛
状
の
必
要
な
方
は
、
な
る
べ
く
早
く
本
会

宛
御
連
絡
下
さ
い
。
十
一
月
一
日
の
見
学
会
費
は
三
〇
〇
円
で
学
内
バ
ス
を
利
用
し
ま
す
。
参
加
御
希
理
の
方
は
会
費
を
添
え
十
月
十
日
迄
に
本
会

宛
お
申
込
下
さ
い
。
侃
し
バ
ス
に
は
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
、
御
希
望
に
副
い
か
ね
ま
す
際
は
御
了
承
下
さ
い
。
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
に
ば
御

案
内
を
お
送
り
し
ま
す
か
ら
、
当
日
御
持
参
下
さ
い
。
　
（
当
日
受
付
は
致
し
ま
せ
ん
）

史
　
学
　
研
　
究
　
会

会
員
各
位



報欝

業
績
の
一
部
を
以
下
に
し
る
し
た
い
。

　
石
藪
為
秦
刻
潜
考
（
『
国
学
季
刊
』
第
一
巻
一
期

　
　
一
九
五
三
年
夏
）

　
漢
飛
平
石
経
論
語
罷
日
篇
残
掌
蹟
（
滞
、
国
学
季
刊
惣

　
、
第
一
巻
三
期
　
一
九
五
三
年
刊
）

薪
鄭
齎
物
出
土
調
畳
記
（
『
東
方
雑
誌
』
第
一
二

　
　
巻
二
期
　
一
九
二
五
年
刊
）

　
孟
灘
嵐
土
斎
器
物
紀
事

　
階
…
書
律
暦
志
十
五
等
尺
一
冊
（
一
九
二
七
年
刊
）

　
集
柘
薪
漢
魏
石
経
残
字
四
冊
（
一
九
二
七
年
刊
）

申
国
之
銅
器
時
代
（
『
北
大
国
学
月
刊
』
第
一
巻

　
　
六
期
　
お
よ
び
『
考
古
書
論
夙
』
第
一
懸
　
一

　
　
九
二
八
年
刊
）

　
文
戟
之
研
究
（
『
燕
京
学
報
』
第
滋
冊
お
よ
び
『
考

　
　
古
学
論
杁
』
第
二
勘
一
九
二
九
年
、
一
九
三
〇

　
　
年
刊
）

　
詑
漢
「
居
延
筆
」
（
『
国
学
季
刊
』
第
三
巻
　
一
期

　
　
一
九
三
二
年
判
）

　
従
実
験
上
窺
見
漢
石
経
之
一
班
（
『
慶
祝
藝
先
生

　
　
論
文
集
』
上
偲
　
一
九
三
三
年
刊
）

　
新
嘉
泓
岨
考
繹
叉
儀
故
宮
愉
阿
二
院
二
十
南
面
一
九
一
一
工
ハ
年
訓
円
）

　
宋
荘
祖
回
書
古
文
三
三
石
刻
校
釈
（
『
歴
史
語
言
研

　
　
究
所
集
刊
』
第
二
〇
本
　

一
九
四
八
年
刊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
野
清
一
）

　
　
　
岡
由
大
学
助
教
授
三
吉
昏
惑
掛

　
　
岡
山
大
上
善
数
量
三
吉
希
氏
は
、
亘
る
六
月
二
十

　
六
B
萎
縮
腎
で
勉
鼓
さ
れ
た
。
氏
は
昭
和
二
十
一
年

九
月
京
都
大
学
を
卒
業
後
、
特
別
研
究
生
と
し
て
概

’
究
に
精
進
さ
れ
、
一
時
郷
量
高
知
渠
宿
毛
・
中
村
両
高

校
に
教
鞭
を
執
ら
れ
た
が
、
二
十
七
年
一
月
国
史
研

⊥
究
室
助
手
と
し
て
再
び
京
大
に
帰
任
さ
れ
た
。
氏
が

助
手
と
し
て
研
究
室
運
営
の
劇
務
に
当
ら
れ
た
期
聞

　
は
、
内
外
の
状
勢
多
難
を
極
め
氏
の
費
さ
れ
た
心
労

　
も
一
方
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。
傍
ら
本
会
庶
務
委

員
と
し
て
例
会
運
営
そ
の
他
の
実
務
に
心
肝
を
砕
か

　
れ
、
会
の
急
速
な
聚
展
に
寄
与
さ
れ
る
処
少
く
な
か

　
つ
た
。
そ
の
温
陣
、
薦
も
泰
然
た
る
風
格
は
周
囲
の

挙
げ
て
仰
慕
す
る
処
で
あ
り
、
二
十
八
年
十
二
月
岡

・
山
　
大
詰
に
赴
任
後
も
、
各
方
面
の
尊
敬
を
集
め
ら
れ
、

　
ま
た
死
の
直
前
青
魚
生
を
指
…
遵
さ
れ
た
と
承
り
、
厳

　
露
襟
を
正
さ
し
め
る
も
の
を
覚
え
る
。

　
　
不
幸
三
十
四
才
に
し
て
天
塩
さ
れ
た
氏
に
は
、

　
「
佐
藤
直
方
の
学
問
論
」
　
（
本
誌
三
六
ノ
一
）
を
は

　
じ
め
、
専
攻
の
近
世
思
想
史
、
特
に
滋
強
史
に
関
す

　
る
論
稿
が
あ
る
が
、
そ
の
何
れ
も
氏
の
温
か
く
、
し

　
か
も
真
蟄
な
入
聞
追
求
の
態
度
を
窺
う
に
足
る
も
の

　
で
あ
る
。

　
　
幸
い
に
し
て
家
庭
も
持
た
れ
、
翌
翌
　
に
落
盤
か
れ
、

今
後
の
活
躍
を
最
も
期
待
さ
れ
た
人
で
あ
っ
た
だ
け

に
、
哀
儀
は
一
入
で
あ
る
が
、
今
は
氏
の
御
冥
福
を

祈
り
、
併
せ
て
御
遺
族
の
御
多
祥
を
念
願
す
る
ば
か

り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
横
手
雅
敬
）

執
三
者
紹
介

米
田
賢
次
郎

小
葉
田
　
淳

沼池荒
端内木

金
関

大村冨
島井沢

石
田

　
　
　
京
都
大
学
助
手

　
　
　
京
都
大
学
教
授

敏
一
　
京
都
学
芸
大
学
教
授

義
資
　
今
治
高
校
教
諭

眞
治
　
京
都
大
学
大
学
院
学
生

三
冠
鍬
獄
饒

霊
岸
’
島
根
大
学
講
師

康
彦
　
京
都
大
学
大
学
院
学
生

嚢
二
　
同
志
社
高
校
教
諭

善
人
鯨
羅
獄
饒

85　（433）



学
界
消
息

　
　
　
　
奥
学
研
究
会
関
係

史
学
研
究
会
例
会
　
六
月
四
日
（
土
）
午
後
一
時

　
　
　
　
　
　
　
　
京
次
文
学
部
第
八
教
室

　
惣
庄
剃
の
歴
史
的
意
親
　

石
田
落
入

　
地
方
都
市
と
農
業
　
　
　
渡
辺
久
雄

　
r
ビ
ル
ト
ダ
ウ
ン
入
問
題
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
光
　
教
　
一

　
　
　
　
国
　
史
　
関
　
係

読
史
会
例
会
五
月
二
八
日
（
土
）
午
後
一
時

　
　
　
　
　
　
京
大
史
学
科
演
習
室

　
防
入
考
－
東
国
と
西
国
　
　
　
潔
　
　
　
俊
　
男

　
開
治
初
期
大
阪
周
辺
に
お
け
る
商
品
生
産
と

　
階
騒
…
分
化
の
発
展
　
　
　
　
　
高
　
尾
　
一
　
彦

山人

�
ｸ
史
掌
ム
竃
∴
人
ム
寡
　
　
編
ハ
月
四
門
門
口
　
（
土
）
化
－
後
一
麟
町

　
　
　
　
　
　
　
大
谷
大
学
四
一
教
室

　
申
国
の
石
仏
に
つ
い
て
　
　
水
野
清
　
一

　
紀
州
花
園
村
大
般
若
経
の
書
写
と
流
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
来
　
　
　
重

臼
本
実
研
究
会
春
馨
講
演
会
　
六
月
一
八
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
　
立
命
大
文
学
部

　
戦
後
十
年
の
歴
史
学
の
歩
み
　
北
　
山
茂
　
夫

経
済
掌
教
科
書
と
歴
史
学
　
岩
井
忠
熊

大
阪
歴
史
学
会
春
季
大
会
　
六
月
二
六
日
（
臼
）

　
　
　
　
　
　
　
午
繭
九
隠
　
関
西
大
大
学
院

　
封
建
崩
壊
期
に
お
け
る
農
民
闘
争

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角

　
東
大
寺
を
め
ぐ
る
政
治
情
勢
　
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸

　
　
　
　
東
洋
史
関
係

西
蔵
学
会
　
五
月
一
　
一
挙
（
土
）

上肉林見
等俊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
二
時
層

　
　
　
　
　
　
　
京
大
史
掌
科
演
習
室

　
ア
ム
ド
方
言
に
つ
い
て
　
　
西
田
龍

　
　
　
　
西
洋
史
蘭
係

西
洋
史
読
書
会
例
会
六
月
二
九
臼
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
京
次
史
掌
科
第
二
耳
塞

　
奔
夘
。
＝
碧
斜
周
。
髪
四
一
紆
・
。
碧
昌
ゆ
『
倉
一
p

　
σ
q
ρ
お
『
お
（
一
⑩
H
偽
－
一
⑩
一
り
）
　
　
高
　
田
　
彬

男三栄茂雄臣

　
鵠
．
目
6
負
ρ
窯
團
。
一
巨
§
鴨
一
〇
ロ
民
象
。
国
津
①

　
q
費
閃
窪
駐
い
舅
8
谷
泰

　
　
　
　
地
理
学
関
係

【
八
交
地
理
堂
丁
ム
ム
鮪
第
＋
一
回
例
ム
誤
　
　
点
ハ
日
月
廿
五
目
H
（
↓
⊥
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
大
附
属
図
書
館

　
市
場
達
鎖
と
C
・
丑
・
D
（
中
央
業
務
地
区
）

　
の
限
界
に
つ
い
て
　
　
　
　
樋
口
節
夫

　
紀
ノ
川
河
嶽
に
お
け
る
古
墳
の
位
置
に
つ
い

　
て
の
考
察
　
　
．
　
、
　
　
　
近
藤
　
　

忠

　
　
　
　
考
古
学
関
係

京
都
府
竹
野
郡
網
野
町
．
小
浜
海
浜
縄
文
遺
蹟
の
調
査

　
網
野
町
教
育
委
員
会
の
委
譲
に
よ
り
、
六
月
廿
四

　
田
よ
り
三
日
間
、
京
大
考
古
学
教
窒
よ
り
樋
口
隆

　
康
講
師
が
同
地
に
赴
き
、
海
浜
砂
丘
下
に
埋
没
せ

　
る
縄
文
式
前
期
末
の
土
器
の
包
含
層
を
検
出
し

　
た
。

場H
所時

　
　
史
学
研
究
会
例
会

　
　
十
月
一
日
（
土
）
午
後
一
時

　
　
京
都
大
学
楽
友
会
館
（
市
電
近
衛
通
下
車
）

水
ヵ
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
歴
史
地
理

日
本
に
お
け
る
封
建
化
の
過
程
に
つ
い
て

清
代
潅
盛
塩
販
路
の
争
奮
に
つ
い
て

佐黒宋
伯田尾
　親授
富雄行

86　（g3A）



夫著健部安

九世紀から十三世紀にかけて、今の新藪省グチェンを都

としてトルコ人の一大王国が高い文化とともに栄えつづ

けた。一これこそ、五十年来・百年来の定論や通説の
あやまりを正して初めて明らかにされた申世期内陸アジ

アの笑相であり、東西交渉史の研究は、この書の出現を
機として全く新らしい段階につきいることがぞきよう。
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編
　
集
後
　
記

　
記
録
的
な
猛
暑
の
中
に
も
、
執
筆
者
各
位
の
御
努
力
に
よ
り
、
第
三
八
巻
も
、

あ
と
特
集
号
を
残
す
だ
け
で
、
順
調
な
発
刊
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。
本
号
の
巻

頭
を
飾
る
米
田
氏
の
力
作
は
、
現
在
、
学
界
の
問
題
点
の
一
つ
で
あ
る
漢
代
農
業

按
術
の
解
明
に
、
大
ぎ
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
小
葉
田
教
授
の
論
説

は
、
さ
き
に
発
表
さ
れ
た
同
教
授
の
研
究
に
引
き
続
い
た
労
作
を
な
す
も
の
で
あ

り
、
荒
木
氏
の
興
昧
深
い
研
究
、
池
内
氏
等
の
資
料
紹
介
と
共
に
力
作
揃
い
で
、

読
者
の
御
期
待
に
応
え
る
も
の
と
思
う
。
尚
去
る
七
月
二
日
、
史
掌
研
究
会
特
別

例
会
で
行
わ
れ
た
「
時
代
区
分
及
び
地
城
区
分
の
問
題
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

従
来
と
異
る
新
し
い
試
み
で
あ
っ
た
が
、
次
号
に
そ
の
要
旨
を
掲
職
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
次
号
の
共
同
体
特
輯
と
共
に
、
会
員
諸
賢
の
御
批
判
を
承
り
た
い
も

の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
金
関
）

一
九
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